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問題 1 nを離散化された時間とする．インパルス応答 h[n]が以下で与えられる 1入力 1出力の離散時間線形時
不変システムを考える．

h[n] =


0 (n < −1, n > 1)

1 (n = −1)

2 (n = 0)

1 (n = 1)

以下の問に答えよ．

1. インパルス応答 h[n]を横軸を時間 nとしてを図示せよ．

2. このシステムは，BIBO安定か否か．また，因果的か否か．理由とともに述べよ．

3. このシステムに離散時間信号

x[n] =


0 (n < 0)

2 (n = 0)

1 (n = 1)

0 (n > 1)

を入力したときの出力 y[n]を求め，横軸を時間として y[n]を図示せよ．求め方あるいは途中の計算も記せ．

問題 2 tを連続時間を表わす変数とし，λを λ > 0なる定数とする．

1. 片側指数関数

x(t) =

{
0, t < 0,

e−λt, t ≥ 0, λ > 0

を横軸に tをとり図示し，そのフーリエ変換を求めよ．

2. 「両側」指数関数 x(t) = e−λ| t | を図示し，そのフーリエ変換を求めよ．

問題 3 nを離散化された時間とし，ωを定数とする．つぎの伝達関数をもつ離散時間 LTIシステムの周波数伝
達関数を求め，正弦波信号 x[n] = cos

(
ωn

)
を入力したときの出力を求めよ．

H(z) =
1

1− 1

2
z−1

, | z | > 1

2
.

問題 4 伝達関数がH(z) = 2 + 4z−1 − 3z−2 − z−3である FIRフィルタを直接型構成と転置型構成でそれぞれ
回路実現せよ．

問題 5 nを離散化された時間とする．以下の再帰方程式で表現される 1入力 1出力の因果かつ離散時間線形時
不変なフィルタ

y[n] =
7

12
y[n− 1]− 1

12
y[n− 2] + 3x[n]− 5

6
x[n− 1]

を考える．ただし，x[n]は入力を表わし，y[n]は出力を表わす．入力以下の問に答えよ．

1. このシステムは，FIRフィルタか，それとも IIRフィルタか，理由とともに答えよ．

2. このシステムの伝達関数を求め，それを用いてこのシステムのインパルス応答を求めよ．

3. このシステムは BIBO安定か否か，理由とともに答えよ．


